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TOEFL Junior® を受験された皆さんへ

今回ご案内する動画とレポートは、TOEFL Junior® の オフィシャルスコアレポートをもとに、あなたの英語

力に合った学習方法を紹介しています。まずは、提示された方法の中から 自分に合うものを一つ選び、今日

から無理なく続けられる学習習慣づくりに役立ててください。

この動画・レポートの目的

◆スコアレベルに合った学習法が分かる

◆身につけた学習法を、他の教材でも応用できるようになる

◆結果として、英語力の向上とTOEFLスコアの伸びにつながる

資料の使い方

◆ この資料は データ(冊子)または動画で確認することができます。

◆ 「目的別！おすすめの学習手順」から、自分に合う内容を選んで取り組むこともできます。

◆動画は 5 分前後(最長でも 10 分未満)です。

準備するもの

◆ 「TOEFL Junior® 受験後の学習アドバイス 600点～630点/CEFR A2 目標」 (データ版/動画リスト)

◆ 『TOEFL Junior® Test』 Basic レベル(データ版)

目的別！おすすめの学習手順

“マインドセット”から整えたい方 (取り組む前の気持ちづくり)

→ 動画を最初から順番に視聴

英語の自己学習法について“基礎”から確認したい方

4.4. 英語力アップを支える学習法 ～超基本編～(次の２本で構成されています)

➢ 4.4.1. 英語の音とリズム 「耳と口を鍛える」(リスニング基礎)

➢ 4.4.2. 英文を訳さず語順通りに理解 「目と口で語順処理能力を鍛える」(リーディング基礎)

TOEFL Junior® の“セクション別”に学びたい方

➢ 4.1. Listening Comprehension (リスニングセクション)

➢ 4.2. Language Form and Meaning (文法・語彙セクション)

➢ 4.3. Reading Comprehension (リーディングセクション)

自己学習や“実践練習”を継続したい方

➢ 4.5. 模擬問題を使って自己学習・実践練習を進めよう

レポート巻末の問題分析一覧では、 セクションごとに スコア別のおすすめ問題を掲載しています。 問題の

ジャンルや内容を参考にして、 取り組みやすい問題を選び、実践練習を続けましょう。

ゲストエリア
パスワード：

toeflpj

TOEFL Junior 
Basic 音源
Basic 問題
Basic 解答

をダウンロードしてください。
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「TOEFL Junior®テストを受験した高校生の

皆様、そして、保護者の皆様へ

この冊子を手に取ってくださった皆さんは、

TOEFL Junior®の受験を通して、英語という

新しい扉を開こうと自ら行動を起こされまし

た。本冊子は、皆様の英語との向き合い方が

より建設的で、かつ長期的に継続できるもの

となるよう作成されたサポートガイドです。

私は英語教育に携わる前の約10年間、オー

ストラリア・シドニーの法人で現地の同僚と

共に職務に従事しておりました。日本の学校

教育で得た英語を基礎として、実際に仕事を

し、生活を営むこと。その日々は、まさに

TOEFL®やTOEIC®の設問を切り取ったかのよ

うな場面の連続でした。 その後、英語講師、

そして英語学習アドバイザーとして学生から

社会人まで多くの学習者、そして保護者の皆

様と向き合う中で確信したのは、英語を「勉

強」ではなく、一生を支える「ライフスキ

ル」として捉えることの重要性です。

世界基準の試験であるTOEFL Junior®を通

して、皆様がどのような価値を手にすること

ができるのか。本冊子が、皆様の英語力を強

化する一助となれば幸いです。

どうして「やはり英語」なのか

現代社会において英語は、世界と接続する

ための「共通インフラ」です。現在、世界の

英語利用人口は約15億人に達していますが、

そのうち母語話者は4億人に満たず、11億人

以上が非ネイティブとして英語を利用してい

ます。 中国語話者も同規模存在しますが、そ

の大半が母語話者であることを考えれば、

英語の「開かれた道具」としての特異性は明

白です。特定の国や文化を超え、多様な背景

を持つ人々が情報をやり取りするための世界

標準の道具。それが英語なのです。

求めているのは語学スキルではない ～外国語

効果～

自動翻訳技術が向上し、情報の受け取りに

不自由しない時代であっても、自ら英語を扱

うことには大きな合理性があります。近年の

研究では、外国語を学び使用するプロセスそ

のものがポジティブな影響を与える「外国語

効果(Foreign Language Effect)」が明らかに

なっています。具体的には、以下の3つの力

が養われると言われています。

• 客観的な判断力：母語特有の感情的バイ

     アスから解放され、より合理的な意思決定

     が可能になる。

• 批判的思考(クリティカル・シンキング)：

英語で思考する際は脳が「熟考モード」

      に切り替わるため、安易な情報に騙され

      にくくなる。

• 不確実性への耐性：未知の文化や「すぐ

      には理解できない事態」に身を置く経験

      が、正解が一つではない現代を生き抜く

      強さ(曖昧さへの耐性)を育む。

かつて、都内の大学で留学生支援を担当し

ていた先生はこうおっしゃいました。 「語学

は勉強すれば日本でも伸ばせる。学生に留学

で求めているのは、異なる文化の中で、どう

考え、行動し、自分がどう変化するのか。そ

れを経験してほしいんだ。」この言葉の核心

2

1. はじめに：英語をライフスキルとして再定義する



こそが、外国語効果がもたらす「自己の変

容」だったのだ、と思い返しています。

「始めること」と「やめないこと」

英語の習得は、受験のため、テストのため

といった一時的なイベントではなく、日常の

「衛生習慣」に近いものです。 手洗い、うが

い、歯磨き。バランスの良い食事。私たちは、

強いモチベーションがなくても、これらが自

然と習慣化されています。幼いころからの継

続を通して「行わないことによるリスク」を

肌感覚で知っているからです。実は、英語も

2.1.「習得度」と「熟達度」：測定領域の違い

数ある英語テストの中で、TOEFL®が日本

の英検®やGTEC ®等と一線を画す点は、その

測定領域にあります。

• 英検® ・GTEC® ・模擬(習得度：Achievement)：

主に学習指導要領の範囲内で「授業で学んだ

ことがどれくらい定着したか」を測る試験で

す。試験結果は合否、スコアなどさまざまです。

• TOEFL®(熟達度：Proficiency)：世界の同

年代が送る日常生活や授業内容を含む学校

これと同様なのです。

情報の鮮度や正確性を保つための「知的な

衛生習慣」として、英語に触れることを日常

生活に組み込んでしまう。それが、最も効率

的かつ持続的な習得方法となります。

最大のハードルは、「始めること」そして

「やめないこと」です。歯磨きだって、時に

は面倒な日もありますし、疲れて寝てしまう

こともあるかもしれません。でも、だからと

いって一生やめてしまうことはありません。

英語も、それと同じで問題ありません。

生活をシミュレートし、その環境下で「英語

でどれくらい活動できるか」を測定します。

試験結果はスコアで提示されます。

言い換えると、TOEFL®は、今、皆さんが

毎日送っている生活をそのまま英語に置き換

えたとき、どれだけ使いこなせるか。年齢に

合った、オーセンティック(本物)な題材で、

「英語運用力の広がり＝できることが増えて

い く 成 長 の 様 子 」 を 測 定 す る の が

特徴です。

２. TOEFL Junior®とは
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2.2. 統一スケールで目指す英語力の成長

もう一つの大きな違いは、「合否」の有無

です。 合否がある試験や、基準点や平均点な

ど合格ラインが示される模擬は、範囲を懸命

に学習した結果が明確に現れ、成功体験を得

られるという良さがあります。その一方で、

合格ラインさえ超えてしまえば、多少の「不

足している知識」を残したまま次へ進んでし

まう、という側面も否定できません。 例えば、

正答率70%で合格した英検級を、あえて

「95%の正答率を目指してもう一度受けよ

う」と考える人は、きっと稀でしょう。

しかし、現在の測定レベルに「穴」が開い

たまま次のレベルの学習に取り組むことは、

高度な英語力を支える根が弱く浅い状態で、

どんどん枝葉を伸ばそうとしているようなも

のです。これでは、いつかどこかで成長が止

まってしまったり、小さな嵐で倒れてしまっ

たりしかねません。

実際、これまでの指導の中でも「英検～級

は合格してるけど、実はわからないことがあ

る」「最近、急に英語が難しく感じてきた」

「文法はできるけど、リスニングがついてい

けない」「リスニングはなんとなくわかるけ

ど、リーディングは長すぎて難しい」……そ

んな不安を抱えた生徒さんを、私はたくさん

見てきました。

一方で、スコアで現状を示すTOEFL®テス

トは、「スコアが上がった」という事実を通

して、「本物の英語を使える場面が着実に増

えた」という純粋な成長を証明してくれます。

今の実力をありのままに映し出し、現在地と

次に向かう目的地を静かに示してくれる――。

合否や基準点との「差」ではなく、自分の成

長をしっかりと映し出してくれる、TOEFL®

は、そんな英語学習の「伴走者」のような

存在なのです。

2.3. 既存の強みを「世界標準のOS」へ変化さ

せるブリッジ

知識は言語の壁を越える TOEFL Junior®

では、英語力のみならず、理科や社会などの

他教科で培った知識や論理的思考力が直接ス

コアに反映されます。

かつて私が国立大学の工学部でTOEFL®講

座を担当した際、宇宙の法則や振り子の運動

などに関する設問において、毎年、学生たち

が高い正答率を記録しました。これは英語力

が突出していたからではなく、「すでに知っ

ている概念」であれば、英語であっても脳は

正しく情報を処理できることを証明していま

す。 TOEFL®は世界中の英語を学習している

同じ年代の英語運用能力を測定する試験です。

単語帳の中だけが英語の学び場ではありませ

ん。皆さんが積み上げてきた「知識の蓄積」

そのものが、世界基準の英語を読み解く武器

になります。

【TOEFL®が扱う多彩なジャンル】

• 自然科学：生物、地学、天文学、環境問題

• 社会科学：歴史(伝記・出来事)、地理、

文化、経済の基礎

• 芸術・教養：美術史、音楽の歴史、心理学、

技術革新

きっと、皆さんの得意なジャンル、興味の

あるジャンルも含まれているのではないで

しょうか。
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2.4. TOEFL Junior®で身につく世界基準の

OS

言い換えると、英語力を上げるということ

は、日本語というOSでこれまで一生懸命に構

築してきた思考力や知識体系を、英語という

OSの上でもそのまま機能させる「切り替え機

能(インターフェース)」を身につけることな

のです。

自身の専門性や探究心を英語のために制限

するのではなく、それらを活用するための

テスト結果が届いたら、お手元の「オフィ

シャルスコアレポート(公式成績表)」と、

「スコアレポート解説」(次のページ)を照ら

し合わせながら、自分の現在地を確認しま

しょう。

3.1. スコアの見え方・考え方

TOEFL Junior®  Standardテストは、

Lis ten ing  Comprehens ion ,  Read ing 

Comprehension, そして Language Form 

and Meaningという３つのセクションで構成

されています。各セクション300点満点、テス

ト全体で 6 0 0点～ 9 0 0点までのスコアで

測定されます。

3.2. 合否のない試験だからこそ、期待できる

こと

TOEFL®には、「級別の試験」にはない特

徴があります。それは、「年齢に合わせた題

材を使いながらも、英語面では幅広い難易度

の問題が出題されている」ということです。

たとえば「英検®」の場合、３級のテストに

は

「ブリッジ(架け橋)」として英語を位置づけ

てみてください。これが、TOEFL Junior®テ

ストを通して得られる価値だといえそうです。

さて、次のセクションでは、 TOEFL 

Junior®テストの模擬問題に触れていきます。

どのような力を測定しようとしているのか、

スコア別にその中身を具体的に見ながら、

「何を、どのように強化していけばよいの

か」を一緒に紐解いていきましょう。

「３級レベル」の問題を中心に題されています。

しかしTOEFL Junior®では、幅広い難易度の

英語力を測定する問題が出題されています。

一見難しく感じるかもしれませんが、これ

こそが「熟達度」を測る試験のメリットです。

繰り返し、世界基準で統一された同じ試験を

使うことで「今の実力で確実にできること」

と「次にできるようになりたいこと」を、一

本の物差しで正確に把握できるため、効果的

な学習に取り組むことができます。

次の章では、各セクション別にスコア別問

題解説をしていきます。今、自分が

持っている英語力そして、次に身につけられ

ると期待できる英語力を確認しましょう。

3. TOEFL Junior®オフィシャルスコアレポート活用ガイド
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※各スコアに求められる力は上記以外にも多岐にわたります。TOEFL®のスコアをもとに、自己学習を始めるための目安と

して活用してください。※各スコアレベルにお勧めの問題一覧はpp.31～36に記載しています。

ここからは、「非売品データ版『TOEFL Junior® Test』模擬テスト」を活用しながら、現状を

把握していきましょう。

『TOEFL Junior® Test』模擬テスト Listening セクション pp.046-051/解答集 pp.004-015)

ここでは、次の２つの力の現状を把握できます。

7

4.1. Listening Comprehension セクション

リスニング問題は、今皆さんが学校生活の

中で交わしている会話や授業内容をすべて英

語に置き換えたら、どんなことはスムーズに

できて、また、どんな点は困るのか、を測定

する問題です。

4. セクションとスコア別英語運用の解説と学習方法

スコアごとに基本的なスキルや多ジャンルの

語彙が身についているか、自分の学校生活語

彙が身についているか、自分の学校生活や日

常生活の一部をぱっと英語で表現できるかを

確認し、学習の目安としましょう。

問題文(リスニング力)： 英語の音声を聞いて内容を理解する力

選択肢(リーディング力)：英語で書かれた選択肢を理解する力

TOEFL Junior® ～Basic Level ～
Listening Section 

スコア
(300点満点)

求められるスキル 必要な語彙・文法力 ジャンル

290-300 ・４～１０文程度のやり取りや
トークを聞き続ける力
・聞きながらメモを取る力

・聞きながら選択肢を素早く読む
力

・幅広い語彙と構文

アメリカや北米に関する語彙・知
識

思い出や過去の出来事などの
詳細な描写

授業(美術史・生物・地質学・
考古学・アメリカの歴史)
校内活動(ボランティア)
家族について(祝い事やトラブル、
思い出描写)

245-285 ・４～６文程度のやり取りや
トークを聞き続ける力
・聞きながらメモを取る力

・聞きながら選択肢を素早く読む
力

・幅広い語彙と構文

自分が学んでいない高校教科
のキーワード

アメリカや北米に関する語彙・知
識
手順やルールの説明

授業(生物・文化史・アメリカの
歴史)
校内活動(学食な度施設の案
内・スポーツ・)

210-240 ・英語特有の強弱リズム・等時
性に合わせて、始めの２~3文

程度のやり取りやトークを聞き続
ける力
・選択肢を素早く読む力

・基本語彙
重要教科のキーワード
・助動詞の理解
must, must be, couldや 
wouldなどの多様な用法
・従属接続詞の理解
while, because, after

授業(美術・生物・数学・アメリカ
の歴史)
生活指導(交通・環境・健康)
校内活動(博物館・チャリティー)

200- ・英語特有の強弱リズム・等時
性に合わせて文単位で英語を
聞く力

・基本語彙
中学で学んだ教科のキーワード
・SVC, SVOの語順で理解する
力
・要望・依頼・勧誘の表現
I would like to ~
I want you to ~など

授業(美術、音楽)
生活指導(健康)
校内活動(チャリティーなど)



4.1.1 セクションスコア目標210点

Question 1. 『TOEFL Junior® Test』模擬テスト p.008/解答集 p.004

皆さんは、音楽の先生の話を聞いています。授業の後で、欠席していたクラスメイトに、「先生、

なんて言ってた？」と聞かれたらどう答えますか。

☆役に立つExercise☆

(例：楽器、～したい、招待する、スクール、バンド、最高の生徒たち、両親と話す、など)

8

先生の話(音声)：

こんにちは、生徒のみなさん！音楽は好きですか？楽器を演奏することができますか？

もしそうなら、スクールバンドに入部するよう、みなさんを招待したいと思います！

そうです！我がスクールバンドには、学内の優秀な生徒たちがいます。

だからご家族と相談して、バンド練習室の隣にある私のオフィ スに訪ねて来てください。

皆さんがクラスメイトに説明する内容：

(A) 優秀な生徒がスクールバンドに入部する理由を、説明した。

 (B) 生徒たちが楽器が弾けるかどうか、聞いた。

 (C) スクールバンドのことを親にも伝えるように、再度伝えた。

 (D) スクールバンドの入部者を募集していると、勧誘した。

先生の話(音声)：

こんにちは、生徒のみなさん！音楽は好きですか？楽器を演奏することができますか？

もしそうなら、スクールバンドに入部するよう、みなさんを招待したいと思います！

そうです！我がスクールバンドには、学内の優秀な生徒たちがいます。

だからご家族と相談して、バンド練習室の隣にある私のオフィ スに訪ねて来てください。

皆さんがクラスメイトに説明する内容：

(A) 優秀な生徒がスクールバンドに入部する理由を、説明した。

(B) 生徒たちが楽器が弾けるかどうか、聞いた。

(C) スクールバンドのことを親にも伝えるように、再度伝えた。

(D) スクールバンドの入部者を募集していると、勧誘した。

問題の音声はこちら

ハイライト個所、赤字箇所には、どのような英単語が使われるか、書き出してみましょう。
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できましたか？では実際の英語の原文と選択肢を見てみましょう。

先生の話の「主旨」ですから、先生の強い意志が伝わる

“I want to personally invite you to join the school band!” を選べます。

(I want to ～＝～したいです！)

☆役に立つExercise～発展～☆

先生の話(音声)：

Hello students! Do you love music? Can you play an instrument? 

If you do, I want to personally invite you to join the school band!

That’s right! Our band program has some of the finest students at Auburn Middle 

School. 

So talk to your parents, and then come see me in my office next to the band room.

皆さんがクラスメイトに説明する内容：

(A) To explain why the best students join the school band

(B) To ask students if they can play an instrument 

(C) To remind students to talk to their parents 

(D) To invite students to join the school band

音楽の先生の場面を例として、サッカー部、料理クラブ、塾の先生、など自分が今受けている授業の先生に

置き換えてみましょう。覚えたこと、知っていることが「実際に使える英語力」としてどんどん身につきます！

試験問題：先生の話(音声)：

Hello students! Do you love music? Can you play an instrument? 

If you do, I want to personally invite you to join the school band!

That’s right! Our band program has some of the finest students at Auburn Middle 

School. 

So talk to your parents, and then come see me in my office next to the band room.

サッカー部に置き換えた例：

Hello students! Do you love soccer? Can you play soccer? 

If you do, I want to personally invite you to join the school soccer team!

That’s right! Our soccer team has some of the finest students at Sakura High School. 

So talk to your parents, and then come see me in my office next to the gymnastic.

Q1 問題の音声はこちら



Question 2. 『TOEFL Junior® Test』模擬テスト p.008/解答集 pp.004-005

別のリスニング問題を使って、もう一度、同じ学習法を実践してみましょう。

皆さんは、校長先生の話を聞いています。授業の後で、欠席していたクラスメイトに、「先生、

なんて言ってた？」と聞かれたらどう答えますか。

☆役に立つExercise☆

自分のクラブに置き換えてみましょう！

Hello students! Do you love(科目やクラブ)? Can you (実際にやること)? 

If you do, I want to personally invite you to join the (クラブ名)!

That’s right! Our (クラブ名) has some of the finest students at (学校名) High School. 

So talk to your parents, and then come see me in my office next to the (顧問の先生の部屋).

校長先生のお話(音声)：

こんにちは、皆さん。

今夜、バスケットボール選手権大会があることを、再度お知らせしたいと思います。

Hemet中学校で試合を見たい生徒たちを連れて行くために、

4時30分にバスが２台、外に準備されます。

皆で我が校のチームを応援してください。がんばれ、 Bears！

皆さんがクラスメイトに説明する内容：

(A) 生徒たちに、バスケットボールの決勝戦(選手権大会)について再度伝えた

(B) 今年の決勝戦がどこで開催されるかを生徒たちに伝えた

(C) バスケットボール部が決勝戦で優勝したことを生徒たちに知らせた

(D) 今日は授業が早く終わる(早退・早期解散になる)ことを生徒たちに知らせた

・リスニング内容と選択肢、重複する箇所や、クラスメイトに「主旨を伝えるために」重要だな、と思う箇所を

ハイライトしてみましょう！

・できたら、ハイライト個所、赤字箇所には、どのような英単語が使われるか、書き出してみましょう。

Q1 問題の音声はこちら

10



できましたか？では実際の英語の原文と選択肢を見てみましょう。

先生の話の「主旨」ですから、先生の丁寧な意志が伝わる

“I would like to remind you that the championship basketball game is tonight.”を選べます。

(I would like to ～＝～したいです！)

☆役に立つ Study Tips スコア210点☆

次の２つのポイントを耳でも、文字でも瞬時に反応できるよう、繰り返し言う、書く練習をしま

しょう。

11

校長先生の話(音声)：

こんにちは、皆さん。

今夜、バスケットボール選手権大会があることを、再度お知らせしたいと思います。

Hemet中学校で試合を見たい生徒の皆さんのために、

4時30分にバスが２台、出発します。

皆で我が校のチームを応援してください。がんばれ、 Bears！

皆さんがクラスメイトに説明する内容：

(A) 生徒たちに、バスケットボールの決勝戦(選手権大会)について再度伝えた

(B) 今年の決勝戦がどこで開催されるかを生徒たちに伝えた

(C) バスケットボール部が決勝戦で優勝したことを生徒たちに知らせた

(D) 今日は授業が早く終わることを生徒たちに知らせた

先生の話(音声)：

Good morning, students. 

I would like to remind you that the championship basketball game is tonight. 

There will be two buses outside at 4:30 to take students who want to see the game at 

Hemet Middle School. 

I hope everyone comes out and supports our team. Go Bears!

皆さんがクラスメイトに説明する内容：

(A) To remind students about the championship basketball game 

(B) To tell students where the championship game is being played this year 

(C) To inform students that the basketball team won the championship game 

(D) To let students know that they will be dismissed early today

・何かを再度伝える(念を押す)ときによく使う動詞：remind

・要望を伝えるときによく使う表現：I want to ~, I would like to~

Q3 問題の音声はこちら



4.1.2. セクション目標スコア210点以上

Question１～８(非売品データ版『TOEFL Junior® Test』模擬テストp.008/解答集pp.004-007)

幅広い語彙を使う力、より自然なコミュニケーション力が身についていることが分かります。

Question 3.

先生の話の「主旨」を表現するI will allow you to～(～してよい＝許可)とその理由を説明する

I don’t expect you～(～することは期待していない)というより高度な表現を使いこなせるでしょ

うか。

☆役に立つ Study Tips 210点以上☆

同じ内容を、異なる言い方で表現できるよう、繰り返し言う、書く練習をしましょう。
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問題文(リスニング力)：英語の音声を聞いて内容を理解する力

選択肢(リーディング力)：英語で書かれた選択肢を理解する力

先生の話(音声)：

Your final exam is Friday. 

I will allow you to bring a study sheet. 

That means you can bring some notes on a piece of paper. 

The reason is I don’t expect you to memorize all the formulas.

It’s more important that you know which one to use and how to use it.

皆さんがクラスメイトに説明する内容：

(A) To tell students that they need to memorize all the formulas 

(B) To tell the students that they can bring a study sheet to the exam 

(C) To remind students that there will be many formulas on the exam 

(D) To warn students to use study sheets when they study for the exam

・「許可＝～してもよい」

You can bring a study sheet.  

I will allow you to bring a study sheet.

・「～する必要がある、～することを期待している」

You need to memorize all the formulas.  

I expect you to memorize all the formulas.

Q3 問題の音声はこちら



☆役に立つ Study Tips スコア210点以上☆

次の３つの構文を耳でも、文字でも瞬時に反応できるよう、繰り返し「感情をこめて」言う、書

く練習をしましょう。

Question9~42( 非 売品 デー タ版 『TOEFL Junior® Test』 模 擬 テ ストpp.009-013,/ 解 答 集

pp.007-015)

授業でグループごとの話し合いや、先生の授業を最後まで聞いてから、その内容について、主旨

や詳細の情報を聞き取れる力を確認することができます。アカデミック＝授業の内容についても

幅広く出題されるので、皆さんが得意なジャンルもあると思います。

☆役に立つStudy Tips スコア210点以上☆

☆役に立つExercise スコア210点以上☆
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１．That means ～＝「つまり～ってこと」

That means you can bring some notes on a piece of paper. 

２．The reason is ～ ＝「理由は～だからです」

The reason is I don’t expect you to memorize all the formulas.

３．It’s more important that ～ ＝「もっと大切なのは、～ということです」

It’s more important that you know which one to use and how to use it.

リスニング問題として、「聞いて」「解いて」答え合わせをするのではなく、上記で紹介したように、会話の原

稿を見て、トークの内容を細かく分析してから(＝内容を十分に理解してから)自分がその役を演じているよ

うにすらすらと暗記できるまで練習することで「テストに正解する方法」だけでなく、「実践的な力」が伸び

ていきます。

「量」と「スピード」に少しずつ慣れて行きましょう。

・日常生活を話題にした会話とアカデミック問題、どちらか一つ、取り組みやすい内容の問題を一つ選んで、

上記で紹介した分析と練習に挑戦してみましょう。新しい単語や表現も、音声を聞きながら繰り返し練習し、

自分が先生になって授業をしているようにすらすら言えるような状態を目指すのがポイントです。

お勧め問題：Question 13-16 学食での会話 または Question 30-33 トビウオの生態

Q13-16 問題の音声はこちら
Q30-33 問題の音声はこちら
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※各スコアに求められる力は上記以外にも多岐にわたります。TOEFL®のスコアをもとに、自己学習を始めるた

めの目安として活用してください。

『TOEFL Junior® Test』模擬テスト Language Form and Meaning セクション pp.030-043/

解答集 pp.022-028)

50語から100語以内の短い文で次の２つの力の現状を把握できます。

語彙力：文章全体の内容を素早く理解し、適切な語彙を選ぶ力

文法力：信頼される英語の使い手として、素早く正しい英文法を使いこなす力

例：街の再開発には 1.(A.長期的な B.長期的に C.長期間 D.長所と短所の)ビジョンと 2.(A.幼児教

育 B.最先端医療 C. 健康管理 D.都市開発)に関する専門的な知識が 3. (A. 求める B. 求めた C.求

められる D.求め続ける)。

学習に役立つ問題の分析方法：

文法力の問題：品詞の異なる単語(1, 3の問題)

語彙力の問題：意味の異なる単語(２.の問題)

て、また、どんな点は困るのか、を測定する

問題です。スコアごとに基本的なスキルや多

ジャンルの語彙が身についているか、自分の

学校生活や日常生活の一部をぱっと英語で表

現できるかを確認し、学習の目安としましょう。

4.2. Language Form and Meaning セクション

文法・語彙問題は今皆さんが基本的な情報

について、教科書を読む、レポート書く、宿

題に取り組む、など学校での学習や活動を英

語で行ったら、どんなことはスムーズにでき

TOEFL Junior® ～Basic Level ～
Language Form and Meaning Section 

スコア
(300点満点)

必要な語彙・文法力 ジャンル

280-300 動詞の多様な用法(分詞、不定詞の定型表現含
む)
関係詞
比較表現

授業(生物、歴史)
文書(メディアの記事)

250－275 主語と動詞の一致
不定詞と動名詞の用法
関係詞
比較級

授業(芸術・生物・地理・社会問題)
生活(娯楽に関する記事)
物語(フィクション)

210-245 基本的な語彙(句動詞含む)
主語と動詞の一致
不定詞と動名詞の用法
比較級

生活(娯楽・Eメール・広告)
学校(連絡事項)

200- 基本的な語彙(前置詞の使い方含む)
主語と動詞の一致
比較級

生活(Eメール)
学校(連絡事項)
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4.2.1. セクション目標スコア210点

Questions 5–8. 『TOEFL Junior® Test』模擬テスト pp.032-033/解答集 p.023

完成した英文を使って、文法問題と語彙問題の分析をしてみましょう。

問題文の日本語訳を見てみましょう。

問題分析をしてみましょう。

Attention All Participants in the City Music Festival:

5.There have been some changes to the Saturday schedule.

The vocal groups 6.will perform at 1:00 instead of at 3:00 in the Main Hall.

Also, the vocal soloist 7.performances at 10:00 a.m. have been moved from the Main 

Hall to the Dorothy Parker Theater. 

We apologize 8.for any inconvenience this may cause.

市立音楽フェスティバルのすべての参加者にお知らせします。

土曜日のスケジュールに若干の変更が5.ありました。合唱団 は3時ではなく1時に大講堂で6.公演します。

そして、午前 10時の7.独唱公演は大講堂からDorothy Parker劇場に場 所が変わりました。アクセス方

法はフェスティバルプログ ラム冊子の裏面の地図を確認してください。このことで8.不便をおかけしてしま

い申し訳ありません。

文法力の問題：Q. 5, 6, 7

語彙力の問題：Q. 8

問題の分析をすることで、自分の強みと弱みを確認しましょう。

５．There is / There are の発展形。意味上の主語some changes に合わせて “have been”を選ぶ

６．今決まった予定を表現する助動詞 will + 動詞の原形

７．主語と動詞を素早く見つけられるか(have の主語になれるのは、performances のみ)

８．Apologize for という句動詞の知識



次の４つのポイントについて、しっかりと理解を深めましょう。

・主語と動詞の関係(英語は物の数量や時に合わせて単語や発音を変える)

・動詞の使い方(不定詞、動名詞、現在分詞、過去分詞)

・疑問詞の意味と例文

・助動詞の意味と例文

学校で使っている教科書や単語帳などの中で、主語、動詞、疑問詞、助動詞、知らない単語をハイライトし

ましょう。主語は青、動詞は黄色など、それぞれの色や下線の種類を変えると視覚的に情報が入ってくるの

で、効率よく復習できます。

※文法も語彙も、「文字・音・フルセンテンス」の３点セットで学習するひと手間がこのパートの正答率と

Listening Comprehension , Reading Comprehensionのスコアを確実に伸ばします。

☆役に立つStudy Tips スコア210点☆
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4.2.2. セクション目標スコア210点以上

さらに高いセクションスコアを目指すための学習法をご紹介します。

Questions 13–18. 『TOEFL Junior® Test』模擬テスト pp.036-037/解答集 pp.024-025

完成した物語文を見てみましょう。

☆役に立つ 問題分析をしてみましょう☆

17

Theresaという少女の物語の一節です：

Theresa looked at the numbers on the lottery ticket again. 13.It was hard to believe 

that the ticket was worth $3 million. 14.She knew that Uncle Cal was searching madly 

for it right now. 

She planned to tell him, 15.but for now she just wanted to hang on to it and think.

“If I ever won a million dollars, I would be out of here!” he’d 16.once told her.

Now he had won a million dollars, and she 17.wondered if he really would leave.

Uncle Cal was all she had left—he was all 18.that remained of her family.

次の問題文と選択肢を見て、次のような分析ができるでしょうか。

語彙力の問題：Q. 15, 16, 17

文法力の問題：Q. 13, 14, 18

学習に役立つ問題の分析方法：

語彙力の問題：単語の意味が違う

文法力の問題：単語の品詞、時制、数量が違う
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☆役に立つ Study Tips スコア210点以上☆

・問題分析の習慣をつけて、苦手な文法や語彙のジャンルを繰り返し練習しましょう。

・語彙問題が増えていきます。出会った語彙を文脈の中で、覚えていきましょう。

・英語のニュース記事や物語文などの中から、進行形、完了形、受動態、関係代名詞を使った文を探して

読む、という練習をしましょう。関係代名詞は青、知らない単語は黄色など、それぞれの色や下線の種類を

変えると視覚的に情報が入ってくるので、効率よく復習できます。

※文法も語彙も、「文字・音・フルセンテンス」の３点セットで学習する、ひと手間が、このセクションでより自

然なスピード感で英文を読む力につながり、結果スコアを確実に伸ばします。

※完成文を何度も音読しましょう。長い Listening Comprehension 、 そして、 Reading 

Comprehension のスコアアップにつながります。



※各スコアに求められる力は上記以外にも多岐にわたります。TOEFL®のスコアをもとに、自己学習を始める

ための目安として活用してください。

『TOEFL Junior® Test』模擬テスト Reading セクション pp.016-027/解答集 pp.016-021)

200語程度の英文について、次の力の現状を把握できます。

Reading Comprehension の学習には、Listening Comprehensionのトランスクリプト(読み上げ

原稿)とLanguage Form and Meaning の正解文を使いましょう。どちらも、単語の意味、文法の

解釈、全文の筆写または、タイピングを行い、最終的には暗記するくらいまで音読練習に取り組

みましょう。長文を目で追いながら意味を理解するために必要な「量とスピードに対応できる体

力(耐力)」を筆写や音読を通して養うことで、自然にスコアが上がっていきます。

4.3. Reading Comprehension セクション

リーディング問題は、今皆さんが、小説や

史実、記事などを読み、その内容について概

要や詳細を理解する、という学習を英語で

行ったとき、どんなことはスムーズにできて、

また、どんな点は困るのか、を測定する問題
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200語の英文を理解しながら読む～「スピード」と「量」への「耐力」～

・読解力(主旨、詳細情報、間接的な表現の理解)

・語彙力(イディオム、同義語含む)

・文法力(代名詞の理解含む)

です。

スコアごとに基本的なスキルや多ジャンルの

語彙が身についているか、自分の学校生活や

日常生活の一部をぱっと英語で表現できるか

を確認し、学習の目安としましょう。

TOEFL Junior® ～Basic Level ～
Reading Section 

スコア
(300点満点)

求められるスキル 必要な語彙・文法力 ジャンル

290-300 1分間に120語以上のスピード
で、文書を読み理解する力
比喩や言い換え等、文脈から理
解する力

・幅広い語彙と構文
アメリカや北米に関する語彙・知
識
大学生の基礎的な知的関心興
味のキーワード

授業(人体科学・文化論・社会
学)
文書(評論)
物語(フィクション)

245-285 1分間に110~120語程度のス
ピードで、文書を読み理解する
力
戻り訳せず、語順通りに読み進
める力

・幅広い語彙と構文
自分が学んでいない高校教科
のキーワード
アメリカや北米に関する語彙・知
識
手順やルールの説明

授業(科学・生態系・栄養学・ア
メリカの歴史)
メディアの記事(広報)
物語(フィクション)

210-240 1分間に100語程度スピードで、
200~250語程度の量を読み
主題や重要なポイントを理解す
る力
スラッシュや下線を引きながら戻
り訳をせず読む力

・幅広い語彙
高校の重要教科のキーワード
・長文の中から、主語、動詞そし
て、代名詞を素早く明確にとらえ
る力

授業(人体・科学・世界史・
生活(食品衛生・学校からの連
絡)
物語(フィクション)

200- 1分間に80~90語程度のス
ピードで、150から200語程度
の文書を理解する力
スラッシュを入れながら読むチャン
クリーディングをする力

予定表や料金表などに使用され
る語彙・表現
文の中から主語、動詞、代名詞
を認識する力

学校の予定表(行事など)
短い手紙やメール(お礼や依頼)
物語(部活動や日常生活)
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4.3.1. セクション目標スコア210点

まずは、読みやすい文書、または、文書の冒頭の1段落を丁寧に読む練習をしましょう。最初か

ら、全問・全文に取り組む必要はありません。正解できる問題を一問ずつ増やしていきましょう！

Question 6-11. 『TOEFL Junior® Test』模擬テスト pp.018-019/解答集 p.017

長文の耐力をつける読み方～意味のカタマリ(チャンク)～で目を動かす～

①主語に下線、動詞にハイライトをしながら

②意味の切れ目にスラッシュを入れましょう(スラッシュ＝/ (斜め線)

スラッシュを入れることで、一度に見る英文＝視野に入れて理解する英文の量を減らします。

スラッシュは、前置詞、接続詞、時間や場所を表す副詞などの前に書き込みましょう。

・他動詞はハイライトと併せて「～を」どうするのかが分かるように下線でつなげています。

(「精読」の練習は次のセクションで詳しく紹介します)
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Dear Uncle Jack, /

Thank you for remembering my birthday. /

I loved the gift you sent me! /

When Mom and I opened up the card, /

I didn’t think there would be anything in it. 

I wish you could have seen the look / 

of surprise /on my face /

when tickets to Big Boom’s concert fell out of it! /

How did you know / 

it was exactly what I wished for 

when I blew out the candles /on my birthday cake? /

I have always wanted /to see Big Boom live in concert. /

Thank you so much /for making my birthday wish come true! /

ここまでを丁寧に主語と動詞を拾っていくと、Question 6, 7, 9, に正解できるようになります。

また、Question 8, 10, 11は本文を読み進めるだけでなく、問題文を正確に理解する必要もあるの

で、Reading Comprehensionの問題になれてから、正解できるようになれば十分です。
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I invited my best friend, / Janet, / to go to the show with me. /

She loves Big Boom/ just as much as I do! /

We have already started to make posters /

to hold /up at the concert. /

Mom and Dad gave me a smartphone / for my birthday. /

It takes great pictures and videos. /

I will make sure to use it / at the concert /

so you can see Big Boom live in concert too! /

Thank you again! I love you! /

Tracie

4.3.2. セクション目標スコア210点以上

さらに高いセクションスコアを目指すための学習法をご紹介します。上記で紹介した「長文の耐

力をつける読み方」を参考に、スラッシュを書き込みながら、「見るべきところ」を「視野を狭

めて」確実に読み進めていきましょう！(スラッシュ＋主語、動詞、動詞の目的語、感情の形容

詞など。)物語文と歴史(アカデミックな文)、自分の読みやすい内容から取り組みましょう。

Question 18-25. 『TOEFL Junior® Test』模擬テスト pp.022-023/解答集 pp.019-020

物語文(フィクション)
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Question 26-33. 『TOEFL Junior® Test』模擬テスト pp.024-25/解答集 p.020

歴史(ノンフィクション)
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4.4. 英語力アップを支える学習法 ～超基本

編～ 量と速さに耐えられる体力がつく

最後に、英語力を支える２つの基礎練習を

ご紹介します。高度な英語力を支える絶対に

揺るがない基礎力をしっかりと身につけてお

くことで、不安なくレベルアップすることが

できるようになります。

ポイント：「目」・「口」・「耳」を同時に、

バランスよく鍛えること。

4.4.1. 英語の音とリズム「耳と口を鍛える」

⚫ 波のように立体的な英語のリズム

日本語は、話すときに、音の高低でイント

ネーションをつけることはありますが、基本

的にはどの単語も均等なリズムで話します。

つまり、言葉の数が増えれば、話す時間も長

くなります。一方で、英語は、話すときに、

波のように立体的な音の強弱や長短が加えら

れます。大切な情報は強く、長く、高く発声

し、それ以外の情報は弱く、短く、低く発声

します。また、一定のリズムの中に収めて話

そうとする傾向も強いため、言葉の数が増え

ても、話すリズムが変わりません。言い換え

ると、辞書にのっている単語そのものの発音

通りに発音しない「音声変化」が起こり続け

ている言語です。

先ほど紹介した、模擬問題 Question １で

確認してみましょう。英語は、太字部分を強

く、長く、高く発音し、それ以外の単語は一

定のリズム内に収まるように、音を弱く、
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短く、低く、、、とどんどん発音を変えて

⚫ 語彙・文法学習の基礎となる正しい発音

こうした練習は、リスニングやスピーキン

グの時だけに限定しないことが大切です。単

語や文法を学ぶときも、常に英語らしい音声

で、大きな声に出す習慣を徹底しましょう。

日本語では使わない筋肉を使って、英語の強

弱リズムを体感する練習を続けましょう。

大げさに顔を動かすのは恥ずかしいことか

もしれません。しかし、英語を話すことは一

つの演技であり、異文化体験そのものです。

小さな声での学習が積み重なると、やがて英

検準2級～２級前後で「聞こえない」「話せ

ない」だけでなく、単語や文法の知識はある

のに、英語のリズムで大量の文字情報を「テ

ンポよく読む・書くことができない」という

壁に直面します。「今、丁寧に練習しておく

ことが、後でもう一度覚え直すよりずっと効

率的です。

また、高校生であれば、筋トレと並行して

仕組みを論理的に理解することで学習効率を

高める方法もお勧めです。長期休みなどを利

用してフォニックスの教材にまとめて触れる

時間を持ち、「どうしてこういう発音なの

か」という知識を持っておくことは、日々の

学習の質を飛躍的に高めてくれます。

しまいます。

【お勧め教材】

⚫ 「あいうえおフォニックス」(公式Webサ

イト・YouTube) アメリカとイギリスで生

まれた兄弟(Momは日本人)が、フォニック

スの仕組みを楽しく解説しています。 英

語の口の形をしっかりと身につける、毎日

５分程度英語に触れる教材としてお勧めで

す。英語圏の若者の文化や話し方にも気軽

に触れることができ、また、文法や日常会

話の解説動画も多数掲載されています。

(無料) 

     https://aiueophonics.com/index.html

⚫ 「耳慣らし英語リスニング２週間集中ゼ

ミ」(著者：小川直樹著 /アルク/1,650円)

タイトルは「リスニング」ですが、日本人

が必要な英語の音とリズムを、実践トレー

ニングと論理的な解説(読み物)の両方から、

習得できる大人のための音声トレーニング

のベストセラーです。単語単位の発音練習

より先に、英語の音とリズムを理解し習得

する構成になっているので、実践的なリス

ニング力向上やスピーキングの基礎練習と

してお勧めです。(有料・書籍)

https://book.alc.co.jp/book/b10029930.html

先生の話(音声)：(抜粋)

 Can you play an instrument?  

Can – play – instrument? と３つの重要語が強く、長く、高く聞こえ、youと anはその間に埋もれて、音

声変化が起こっていることが分かります。このリズムをしっかりと習得しておくことで、次のように単語が入れ

替わっても、英語のリズムで聞き取る基礎がしっかりと身につきます。

Can you join our school band?  

Can you make some coffee?

Will you help your father?   
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4.4.2. 英文を語順通りに理解「目と口で語順

処理能力を鍛える」

この練習の目的は、英語をきれいな日本語

に訳すのではなく、英語を英語の語順のまま

丁寧に、次の練習を繰り返しましょう。最

初は文法や語彙の例文を使って、１文単位か

ら始めて全く問題ありません。むしろ、文法

構文や英単語も身につき、好都合といえるで

しょう。

これにより、読解スピードと内容の理解度

が大きく向上します。

⚫ 読解練習用の英文を用意して下さい。書き

込みやすいよう、

事前にコピーをとる、自力でタイプして、

書き込み用のドキュメントを準備しても構

いません(タイピングして英文を移すのも、

大変良い練習になります)。

⚫  教材は本冊子で紹介しているデータ版模

擬、学校や塾で使っている文法書、単語帳、

教科書、何でも構いません。

⚫ 使うスキル(どちらも本冊子で紹介済み)：

o スラッシュリーディング: 意味のまとまり

(チャンク)で文章を区切って読む技術。

Theresaという少女の物語の一節です：

1.Theresa は見た(何を)/ その番号たちを /ロトチケットの上の/もう一度。

2.それは難しかった / 信じるのが / (何を？that以下を読んでみよう)/ そのチケットの価値 / ３百万ドル。

1、2 の日本語を読んでも、十分に内容が理解できそうです。これが「英語の語順で理解する力」です。で

は、/(スラッシュ)で区切られた塊ごとに、英語を当てはめてみましょう。

1.Theresa looked / at the numbers / on the lottery ticket / again. 

2. It was hard / to believe / that the ticket was worth/  $3 million. 

理解する力を鍛えることです。

Language Form & Meaningで紹介した模擬

問題Questions 13–18を見てみましょう。

o 英語のリズム: 英語特有の強弱やリズムを

再現する力。

【練習のステップ】

ステップ１: 精読

意味のまとまりごとに区切り、内容を深く理

解していきます。

1. 文章を読みながら、主語+動詞、接続詞、

関係代名詞、代名詞など品詞や役割ごと

に色分けしてマーカーで印をつけましょ

う。

2. 語順通りにスラッシュを入れながら、各

チャンクの意味を日本語でつぶやきなが

ら読み進めます。

3. 代名詞(例: it, they)が出てきたら、「そ

れ」ではなく、それが指す具体的な名詞

を声に出しましょう。(例：「それ」→

「その計画は...」「they」→「日本の企業

は」「従業員たちは)
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ステップ２: 要約(言い換え)

文章の内容を自分の言葉でまとめ、理解を深

めます。

1. 文章を段落ごとに区切って音読します。

2. 音読した内容を、自分の言葉で要約しま

しょう。

o 初級レベル: 日本語で要約します。

o (上級レベル: 英語で要約する、または、

内容を別の表現に言い換えたりしてみま

しょう。)

ステップ３: 音読

文章を音源のスピードに合わせて繰り返し音

読し、英語のリズムを体に覚え込ませます。

1. お手本となる読み上げ音声に合わせて、

最初から最後まで音読します。

2. 音読は英語の音とリズムの習得に加えて

「目」を使うことで、リーディング力の

基礎を伸ばすことができます。

※モチベーションの維持・向上には次の通り、

Step １の前に現状把握(Step ０)を、そして、

Step ３の後に効果測定を(Step ４)を加える

と、効果的です。

※ステップ０: 黙読と現状の把握

まずは文章を黙読し、現状の読解スピードを

測定します。

1. 文章を読み始め、時間を計測します。

2. 知らない単語があっても気にせず、文章

全体の意味をざっくりと把握しながら最

後まで読み切ってください。

3. 読み終えた時点の時間を記録します。

※ステップ４: 黙読と効果測定

最後に再度黙読し、読解スピードの向上を確

認します。

1. もう一度文章を黙読し、タイムを測定し

ます。

2. ステップ1と比べて、読解スピードが上

がっているか確認しましょう。同時に、

内容をより深く理解できているかも実感

できるはずです。
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ステップ１を実践してみましょう！

Reading Comprehensionで紹介した模擬問

題Questions 18–25の物語を見てみましょう。

【Reading Comprehension スラッシュ入

り】長文を自分で分析し、「見える化」しま

しょう。

例：主語に下線、動詞にハイライト、または、

知らない単語に青、接続詞に黄色、前置詞に

ピンク、同じこと・人を指す代名詞に同色ハ

イライト、など同じ英文を使って、目的を変

えながら、何度も学習できそうです。は「補

助輪」ですから、自分が一度に理解できる

「意味の塊」であれば、不必要にたくさん入

れる必要はありません。最終的には、スラッ

シュ無しで読めることが理想です。

Question 18-25

①主語に波線を引いています ②同じ先行詞の代名詞に同色のハイライトを入れています。

読みながら、動詞に線を引いて、戻り訳せずに、大まかな意味をとらえて読み進めましょう。

The game wasn’t going well. // 

It was the semi-finals / of the National Middle School Soccer Championship. // There 

were only five minutes left / in the game / and David’s team, /the Grovefield Gorillas, / 

was losing.// The score was 2-1. //

“Come on / Grovefield,” / shouted David’s friends. // “Come on, / David! / You can do 

it!” //But David had no confidence. // He was tired / and his whole body ached. // His 

family wasn’t even at the game / to cheer him on. // Worst of all, / he had lost his lucky 

shirt. // There was no way / his team could win / now. // 

But at least / his team had the ball. // 

Billy Harris passed it / to Craig Willard. // Craig kicked the ball / over the goalie’s head. 

// It went in! // The score was tied, / 2-2! // David began / to feel better / about the 

game. //

As they were restarting the game, / David saw his family car / suddenly pull up / in the 

parking lot. // His parents and his brother Jack ran / out of the car. // “David!” / Dad 

shouted. // “I found it! // I found your lucky shirt!” // He ran over / to David. // As 

David quickly put on the shirt, / he asked, / “Where did you find it?”// 

“It was under Jack’s bed. // Now go win!”// 

David picked up the ball / and ran / into the penalty box. // There were only five 

seconds left / in the game! // He shot the ball— GOOOOAAAALLLLLL! // It really was 

a lucky shirt! //



➢ "Learn & Practice Grammar" は文法項目

をCEFRレベルで検索できます。例：現在

完了形でも、難易度ごとに分けてあるので、

自分の現在のスコアに合ったレベルの例文

で学習することができます。

                                                             

    

【自分の興味がある分野の公式サイトを活用

するのもお勧めです】

例：「National Geographics (ナショナルジ

オグラフィックKids)」

https://kids.nationalgeographic.com/

例：「TATE (イギリスTATE 美術館 公式サ

イト Kids)」

https://www.tate.org.uk/kids
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【お勧め教材】 

【英語を英語で学ぶ第一歩を踏み出しましょ

う！】(無料) 

「Oxford Learner’s Dictionaries」

https://www.oxfordlearnersdictionaries.com/

➢ 語彙、例文、文法学習項目など、すべての

カテゴリに CEFRの目安が記載されている

ので、TOEFL Junior®のスコアに合った難

易度の語彙・文法・例文に触れることがで

きます。

➢ 語彙A-B2 の3000語、B2-C1の5000語が

掲載されているので、自分のスコアに合わ

せて、語彙や例文を選ぶことができます。

➢ "Topic Dictionaries"にアカデミックや日常

生活のジャンル分けがされており、語彙や

リーディング素材を選んで、練習すること

ができます。

https://kids.nationalgeographic.com/
https://kids.nationalgeographic.com/
https://kids.nationalgeographic.com/
https://kids.nationalgeographic.com/
https://kids.nationalgeographic.com/
https://kids.nationalgeographic.com/
https://kids.nationalgeographic.com/
https://www.tate.org.uk/kids
https://www.tate.org.uk/kids
https://www.tate.org.uk/kids
https://www.tate.org.uk/kids
https://www.tate.org.uk/kids
https://www.tate.org.uk/kids
https://www.tate.org.uk/kids
https://www.tate.org.uk/kids
https://www.tate.org.uk/kids
https://www.oxfordlearnersdictionaries.com/
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4.5. 模擬問題を使って自己学習を進めよう

データ版 TOEFL JuniorⓇテスト Basic レベ

ルの模擬試験の問題をセクションごと、

スコア別に掲載してます。問題のジャンルや

内容を参考に、取り組みやすい問題を選んで、

自己学習を継続しましょう。

「スコア別 模擬試験 おすすめ問題 一覧」
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ゲストエリア
パスワード：

toeflpj

TOEFL Junior 
Basic 音源
Basic 問題
Basic 解答

をダウンロードしてください。

データ版模擬テストTOEFL Junior® Basic 
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TOEFL Junior®は、皆さんが「英語」とい

うOS(基本ソフト)を正しく搭載できているか、

そして日本語と切り替えながらスムーズに使

いこなせているかを測定する試験です。

英語を自然に運用するために必要なのは、

英語特有の「強弱のリズム」を身につけるこ

と、そして日本語に訳さず英語の語順のまま

理解する「語順処理」の力を養うことです。

前者は「目・口・耳」の連動を、後者は「理

解の手順」を、日本語とは異なる英語のOSで

最適化するためのトレーニングといえます。

この二つの基礎トレーニングを軸に、馴染

みのない語彙や苦手な文法に出会ったら、そ

の都度、学校の授業や教材で確認していきま

しょう。そうすることで、英語を運用するた

めの「OS」が着実にアップデートされていき

ます。

大切なのは英語に「触れる頻度」を増やす

こと。脳が「英語は毎日使う、当たり前の

ものだ」と認識するまで、細く長く続けてい

きましょう。

英語学習は学校の科目であると同時に、人

生を豊かにする「ライフスキル」でもありま

す。 スポーツや料理と同じで、ルールを学ぶ

「座学」と、実際に動く「実践」の両面から

のアプローチが欠かせません。学習の過程で

は、どちらか一方に偏る時期があっても大丈

夫です。

この冊子では、「健康のために運動しま

しょう」といった抽象的なスローガンではな

く、「今のあなたには、このトレーニングが

最適です」という具体的な学習法を提示して

いますから、まずは、今お手元にある教科書

やスマートフォンを使って、今から始めてみ

てください。皆さんのこれまでの努力を讃え

るとともに、これからも続く挑戦を、心から

応援しています。

37

5. おわりに

斎藤 美祈

・所 属：一般社団法人国際教育英語試験協会(GEET/ジート)

             TOEFL Primary®/TOEFL Junior®普及事業部門 東日本副責任者

・保有資格： JAOS認定留学カウンセラー資格

ESAC®認定英語学習アドバイザーマスター資格

J-Shine 小学校英語指導者資格

  メタメトリックス社公認レクサイルエデュケーター

・職務経歴 宝石鉱物専門商社(勤務地: オーストラリア)ショールームマネージャー、

セールスマネージャーとして１０年間勤務

 株式会社アルク(旧アルクエデュケーション)にて講師採用研修トレーナー、

  研修講師、学習アドバイザー、各種セミナー企画運営に携わる

株式会社東京インターナショナルスクールグループにて

語学プログラムマネージャー、ブランディングマネージャーとして従事

著者紹介



解答と和訳
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解答と和訳
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解答と和訳
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解答と和訳
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解答と和訳
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解答と和訳
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